
特集 くりん草フェスティバル

第41回つべつ夏まつり
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今月の表紙　 つべつ夏まつり　～　子どもから大人まで道産子馬に試乗しました ～

温故知新

地域の担い手として

相生　金一　謙藏 さん

まちの話題 あんどんパレード＆よさこい演舞　第54回津別高校祭開催！

津別町教育委員会顕彰　功績をたたえ賞状が贈られる



今
年
か
ら
ロ
ン
グ
ラ
ン
開
催
と
な
っ
た
「
第

６
回
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
」
が
、
６
月
18
日
か

ら
26
日
の
土
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
日
は
、
森
林
ウ
ォ
ー
ク
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
男
性
５
人
、
女
性
５
人
が

そ
れ
ぞ
れ
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
個
性
豊
か
な
衣

装
で
ポ
ー
ズ
を
決
め
、
観
衆
か
ら
は
声
援
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

19
日
に
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
山
ガ
ー
ル
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
女
性
世
界
初
ア
ル
プ
ス

三
大
北
壁
完
登
者
の
今
井
通
子
さ
ん
、
エ
ベ
レ

ス
ト
登
頂
者
の
田
部
井
淳
子
さ
ん
が
講
師
と
し

て
招
か
れ
「
森
林
浴
の
効
果
」
や
「
山
の
楽
し

い
歩
き
方
」
な
ど
の
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
４
３
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

音階が違うカウベルを慣らす
「ツィーゲングロッケン」
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津
別
町
上
里
の
町
民
の
森
自
然
公
園
が
全
国
で
43

番
目
に
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
の
認
証
を
受
け
、

併
せ
て
６
月
11
日
〜
26
日
、
２
週
間
に
渡
る
ロ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
、「
く
り
ん
草
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
約
30
万
株
の
ク
リ
ン
ソ
ウ
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
訪
れ
た
５
５
０
０
人
を
超
え
る
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
を
舞
台
に
登
山
し
て
い
る

今
井
通
子
さ
ん
、
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
講
演
の
ほ
か

に
、
ス
イ
ス
ヨ
ー
デ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
エ
ン
ツ
ィ

ア
ン
」
を
始
め
と
す
る
「
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
等
も

行
わ
れ
、
美
し
い
音
色
や
森
の
力
が
訪
れ
た
観
客
の

心
を
癒
し
ま
し
た
。

満満満満開開開開ののののククククリリリリンンンンソソソソウウウウ

森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ

６
月
11
日
、
12
日
は
、
く
り
ん
草
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
始
ま
り
を
告
げ
る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ｗ
ｅ

ｅ
ｋ
」
で
す
。

11
日
は
、
ス
イ
ス
ヨ
ー
デ
ル
フ
ェ
ス
ト
に
お
い

て
、
日
本
人
で
初
め
て
最
高
ク
ラ
ス
の
評
価
を
受

け
た
ス
イ
ス
ヨ
ー
デ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
エ
ン
ツ

ィ
ア
ン
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、「
エ
ー
デ
ル

ワ
イ
ス
」
や
お
馴
染
み
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ

ジ
」
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
、

12
日
は
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
「
オ
コ
ン
コ
ロ
」

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
ケ
ー
ナ
や
サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ

と
い
っ
た
民
族
楽
器
を
使
用
し
、
独
特
な
曲
調
で

「
コ
ン
ド
ル
が
飛
ん
で
い
く
」
や
「
花
祭
り
」
な
ど

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
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ク
リ
ン
ソ
ウ
が
見
ご
ろ
を
迎

え
た
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
の
第

２
週
目
。

25
日
は
、
草
月
流
オ
ホ
ー
ツ

ク
会
の
小
川
季
紅
さ
ん
の
指
導

の
下
行
わ
れ
た
森
の
生
け
花
、

ア
ジ
ア
の
風
に
よ
る
森
林
ヨ
ガ

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

26
日
に
は
、
津
別
奈
々
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
を

始
め
、
谷
藤
万
喜
子
さ
ん
の
フ

ル
ー
ト
演
奏
、
百
香
さ
ん
に
よ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
行
わ

れ
、
く
り
ん
草
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
最
後
を
飾
る
美
し
い
音
色

が
会
場
に
響
き
渡
り
、
多
く
の

観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

器に硬貨を入れて音を奏でる
「ターラシュビンゲン」

スイスヨーデルアンサンブル「エンツィアン」による演奏フォルクローレ「オコンコロ」による演奏

～森林セラピー山ガールシンポジウム～

『女性のアウトドアーブームが向かう先「山ガール」が求めているもの』

主　催：津別町・（財）自治総合センター

※このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施されたものです。

ファッションショーでは個性豊かな衣装を披露

２人の講師と町長によるパネルディスカッション 山の楽しさを語る田部井淳子さん 森林セラピー効果を語る今井通子さん

森林の中でヨガを行う参加者 津別奈々サークルによる大正琴の演奏



私
た
ち
は
森
の
恵

み
や
大
切
さ
を
理
解

し
て
い
て
も
、
生
活

の
中
で
は
つ
い
忘
れ

が
ち
で
す
。

日
常
の
暮
ら
し
の

中
で
、
使
い
な
が
ら

木
や
森
の
良
さ
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
も
の
が
あ
れ

ば
、
も
っ
と
自
然
と

仲
良
く
な
れ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

生
活
の
中
に
あ
る

用
品
が
「
使
っ
て
楽

し
い
、
飾
っ
て
楽
し
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
と
し
て
生
ま
れ
て

く
る
よ
う
、ク
ラ
フ
ト
展
を
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

作品の搬入・搬出場所　

・場　所　つべつ木材工芸館　†0152－76－3335
〒092－0225 網走郡津別町字共和127-7

・日　時 搬入日時/10月10日（月）～10月16日（日）

午前10時～午後４時

搬出日時/11月9日（水）～11月13日（日）

午前10時～午後４時

大人の部 最優秀賞 (１点）賞金10万円

(賞金により買い取り)

優秀賞 (２点 ) 賞金２万円

子どもの部

ジュニアの部 最優秀賞 (１点) 図書カード1万円

優秀賞 (２点) 図書カード５千円

シニアの部 最優秀賞 (１点) 図書カード1万円

優秀賞 (２点) 図書カード５千円

部門共通 審査員特別賞(数点) 賞金１万円（子どもの

場合は図書カード3千円）

副賞として入賞者全員に津別の特産品

審査会 10月21日（金）

展示会 期間／10月22日（土）～11月6日（日）

場所／つべつ木材工芸館

応募・問い合わせ先

津別町役場 産業課林政・商工観光グループ

〒092－0292 網走郡津別町字幸町41

†0152－76－2151（内線259)

FAX 0152－76－2976

Ｅ－mail sangyo1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

※出品申込書は津別町のホームページからもプリン

トアウトできます。

http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/

～時計・カレンダー・タペストリー・イス・小物入れなど、普段生活で

あればいいものを募集します～～

2010年子どもジュニアの部最優秀作品「船」

２
０
１
０
年
大
人
の
部
最

優
秀
作
品
「
森
人
の
器
」

応募受付期限 平成23年10月5日(水)必着

応募資格 どなたでも応募できます。

応募部門 ○大人の部

○子どもの部(中学生以下)

ジュニアの部…小学４年生以下

シニアの部…小学５年生以上

応募規定（作品規定）

q 作品の素材が木(根・葉・実を含む)であること。

もしくは、木が重要な機能を果たしているもの。

w 作品の縦・横・高さの合計が180b以内であること。

e 未発表の作品であること。

r 応募点数は１人５点まで。

応募方法 所定の申込書に必要事項を記入し、右　

記へ郵送または持参ください。（FAX・メール可）

※記入いただいた個人情報の取り扱いに関しては応募　

要項をご覧のうえご確認下さい。

出品料　無料（搬入、搬出に要する経費は出品者

の負担とします）

今年のテーマは今年のテーマは「「あったらいいなぁあったらいいなぁ、、こんなものこんなもの」」

2010年子どもシニアの部最優秀作品

「ベンチでくつろぐあひるの親子」

�

�

�

�

�

�

�

�

�

��

つつつつべべべべつつつつ
夏夏夏夏ままままつつつつりりりり

�
�

７
月
２
日
・
３
日
の
両
日
、
河
岸
公
園

に
て
「
第
41
回
つ
べ
つ
夏
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
２
日
の
前
夜
祭
で
は

リ
コ
ー
ダ
ー
や
吹
奏
楽
の
演
奏
、
つ
べ
つ

千
人
お
ど
り
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
演
舞

な
ど
の
華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
花
火
打

ち
上
げ
で
は
、
夜
空
を
彩
る
光
の
芸
術
に

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
と
勇
壮
な
山
鳴

太
鼓
の
演
奏
で
幕
開
け
し
た
３
日
の
本
祭

で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
第
７
回
つ
べ
つ
川

の
ぼ
り
大
会
、
特
産
ビ
ー
フ
ま
つ
り
、
屋

台
の
ハ
シ
ゴ
な
ど
思
い
思
い
に
北
国
の
夏

の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音
で
は
、

人
気
お
笑
い
コ
ン
ビ
、
キ
ン
グ
オ
ブ
コ
メ

デ
ィ
の
軽
妙
な
コ
ン
ト
と
実
力
派
演
歌
歌

手
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ
さ
ん
の
迫
力
あ
る
歌

声
が
ス
テ
ー
ジ
前
広
場
に
集
ま
っ
た
多
く

の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。



７
月
８
日
、
津
別
町
は
東
京
都
港
区
と
「
間
伐

材
を
始
め
と
し
た
国
産
材
の
活
用
促
進
に
関
す
る

協
定
」
を
結
び
、
港
区
独
自
で
創
設
し
た
「
み
な

と
モ
デ
ル
二
酸
化
炭
素
固
定
認
証
制
度
」
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
港
区
内
の
建
築
物
に
国
産
材
の

利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
港
区
内
で
の
二
酸
化

炭
素
固
定
量
の
増
加
、
協
定
自
治
体
等
の
森
林
整

備
の
促
進
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
増
加
を

図
る
も
の
で

す
。町

は
「
建

材

以

外

に

も
、
木
材
加

工
品
や
森
林

セ
ラ
ピ
ー
な

ど
を
港
区
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
」
と

今
後
の
展
開

に
期
待
し
て

い
ま
す
。

東
京
都
港
区
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献

津
別
産
の
木
材
が
活
用
さ
れ
る

非
行
を
防
止
す
る
地
域
の
チ
カ
ラ

ふ
れ
あ
い
町
民
の
つ
ど
い
開
催

野
生
大
麻
撲
滅
作
戦
！

大
麻
の
抜
き
取
り
作
業
実
施

７
月
17
、
18
日
の
両
日
、
つ
べ
つ

グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
場
で
、
元
サ
ラ

エ
ボ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
・
岩

谷
高
峰
さ
ん
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
招
い
て
の
ス
キ
ー
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
「
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
を

利
用
し
た
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
基
本

動
作
の
マ
ス
タ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、

子
ど
も
達
や
ス
キ
ー
愛
好
家
32
人
が

真
剣
な
表
情
で
技
術
の
習
得
に
努
め

て
い
ま
し
た
。
最
初
は
と
ま
ど
い
気

味
の
参
加
者
も
、
岩
谷
さ
ん
の
わ
か

り
や
す
い
指
導
で
す
ぐ
に
上
達
し
、

楽
し
そ
う
に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

７月９日・10日の２日間、54回目を迎

える津別高校学校祭が行われました。

メーンイベントのあんどんパレードで

は１年生が「ドラゴンボール」、２年生は

「みんなオハナ」、３年A組は「花鳥風月」、

３年B組は「ねぷた」をモチーフにしたユ

ニークな山車を連ねて町内を練り歩き、

沿道の町民から喝采を浴びていました。

また、引き続き津別病院駐車場で行わ

れた学年対抗のよさこい演舞では、息の

合った踊りで観客を魅了した３年生のチ

ーム「我愛羅」が見事優勝しました。

元
五
輪
選
手
・
岩
谷
さ
ん
が
指
導

グ
レ
ス
テ
ン
講
習
会
開
催

北見地区の子どもたちが参加

「きたみシュラン」が開催！

７
月
14
日
、
津
別
町
内
の
３
カ
所
で

津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
津
別
町
環

境
衛
生
推
進
協
議
会
な
ど
35
名
が
参
加

し
、
野
生
大
麻
の
抜
き
取
り
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
大
麻
と
ケ
シ
を

合
わ
せ
て
１
万
本
ほ
ど
が
抜
き
取
ら

れ
、
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

北
見
保
健
所
管
内
に
は
、
野
生
大
麻

が
多
く
自
生
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら

れ
、
大
麻
を
悪
用
し
た
犯
罪
が
社
会
問

題
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
く
生

育
す
る
前
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
町
内
の
道
道
な
ど
に
10
枚
の

「
野
生
大
麻
撲
滅
作
戦
実
施
中
」
の
立

て
看
板
を
設
置
し
、
運
動
の
周
知
を
図

っ
て
い
ま
す
。

７月13日、第61回社会を明るくする運動「ふれあい町

民のつどい」が中央公民館で行われました。

小中学生、一般を対象に募集した「社会を明るくする

運動標語」では、津別小学校４年生の本田真弥さん、津

別中学校２年生の松木睦深さん、一般の部では西村百合

子さんがそれぞれ最優秀賞を受賞しました。(詳細は今月

号お知らせ12ページに掲載)

続いて、元置戸町給食センター管理栄養士の佐々木十

美さんによる講演が行われ「明るい家庭は食卓から」を

テーマに、家庭での食事の大切さについて話されました。

寿
大
学
・
社
会
教
育
合
同
講
座

松
永
俊
之
さ
ん
講
演
会
開
催

７
月
７
日
、
中
央
公
民
館
講
堂
で

寿
大
学
講
座
と
社
会
教
育
講
座
の
合

同
企
画
と
し
て
松
永
俊
之
さ
ん
（
元

Ｈ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
で
あ
い
　
ふ
れ
あ
い
　
い
た
わ
り

あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
生
活
38
年
間
の
様
々
な
体
験
を
通

し
て
実
感
し
た
人
と
人
と
の
出
会
い

の
素
晴
ら
し
さ
を
、
親
し
み
や
す
い

口
調
で
話
さ
れ
、
多
く
の
聴
衆
の
共

感
を
得
て
い
ま
し
た
。

と
き
に
は
新
人
時
代
の
失
敗
談
や
、

老
化
の
予
防
法
、
血
液
型
に
よ
る
松

永
流
性
格
分
析
な
ど
多
方
面
の
話
題

も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
披
露
し
、
会

場
は
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

あんどんパレード＆よさこい演舞

第54回津別高校祭開催！

７月８日から10日の３日間、北見地

区（北見市、置戸町、訓子府町、美幌

町、津別町）の小学４～６年生24名が

参加して広域社会教育事業「きたみシ

ュラン」（北見地区広域社会教育推進協

議会主催）が開催されました。

初日の交流オリエンテーションでは

みな緊張した面もちでしたが、すぐに

打ち解けあい、笑顔が広がりました。

２日目以降はツリーイングや川下り

といったアウトドアを楽しみ、子ども

たちは自然の楽しさや仲間とのつなが

りの大切さを学びました。

あんどんパレードは力作揃い 津高生によるよさこい演舞

６
月
30
日
、
永
き
に
わ
た
り
体
育
指
導
員
と
し

て
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
た
中
川
敏
夫
さ
ん
、
佐
々

木
利
明
さ
ん
の
退
任
に
あ
た
り
、
津
別
町
教
育
委

員
会
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
川
さ
ん
は
35
年
間
、
佐
々
木
さ
ん
は
20
年
間

体
育
指
導
員
を
さ
れ
「
時
代
の
変
化
に
よ
り
求
め

ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
を
感

じ
ま
す
。
今
後
は
町
民
と
し
て
参
加
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選
手
権
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
中
学
校
部
門
で
優
勝
を
収

め
た
石
井
柚
良
さ
ん
、
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
予
選
会
で
入
賞
し
た
佐
藤
竜
斗
君
・
中
山

玲
音
君
の
ペ
ア
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
と
し

て
、
同
日
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

津別町教育委員会顕彰

功績をたたえ賞状が贈られる



「
道
の
駅
『
あ
い
お
い
』
で
蕎
麦
を

打
っ
て
い
ま
す
」。

６
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
相
生
で

生
ま
れ
、
相
生
小
学
校
・
中
学
校
を

卒
業
し
て
営
林
署
に
就
職
し
、
国
有

林
で
42
年
間
山
仕
事
に
従
事
す
る
。

造
林
か
ら
始
ま
り
、
製
品
・
集
材
・

収
穫
調
査
と
相
生
と
上
里
の
山
を
歩

く
。定

年
と
同
時
に
道
の
駅
『
あ
い
お

い
』
で
蕎
麦
打
ち
を
始
め
「
最
初
は

大
変
で
し
た
が
今
は
大
変
面
白
く
楽

し
く
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
す
。

道
の
駅
『
あ
い
お
い
』
に
行
か
れ

た
方
は
ガ
ラ
ス
越
し
に
金
一
さ
ん
が

蕎
麦
を
打
っ
て
い
る
様
子
を
見
ら
れ

た
方
も
多
い
は
ず
。「
蕎
麦
打
ち
は
や

れ
ば
や
る
ほ
ど
奥
が
あ
り
、
特
に
つ

な
ぎ
を
使
わ
な
い
10
割
蕎
麦
に
こ
だ

わ
り
が
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
後

輩
の
指
導
も
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
昭
和
41
年
よ
り
津
別
消

防
団
に
入
団
、
今
年
で
45
年
目
に
な

り
津
別
消
防
団
第
４
分
団
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
。「
木
工
場
、
一
般

民
家
の
火
災
出
動
が
あ
り
初
期
消
火

で
ポ
ン
プ
を
担
ぎ
何
度
も
出
動
し
ま

し
た
。
ま
た
、
遭
難
者
の
捜
索
も
経

験
し
ま
し
た
」。

相
生
で
生
ま
れ
相
生
で
育
っ
た
金

一
さ
ん
。
今
は
３
人
の
子
供
さ
ん
も

立
派
な
社
会
人
と
し
て
活
躍
を
さ
れ

お
孫
さ
ん
７
人
の
お
爺
ち
ゃ
ん
で
も

あ
る
。
現
在
の
趣
味
は
旅
行
で
、
奥

さ
ん
と
２
人
で
毎
年
旅
行
に
行
か
れ

る
そ
う
だ
。

ご
夫
婦
共
々
地
域
の
方
々
の
面
倒

見
が
良
く
、
６
年
前
に
休
校
に
な
っ

た
相
生
小
学
校
で
隣
に
あ
っ
た
ふ
る

さ
と
留
学
の
お
世
話
を
し
た
子
が
20

歳
に
な
り
「
相
生
小
同
校
会
」
が
地

元
で
開
か
れ
る
と
の
こ
と
。「
久
し
ぶ

り
に
会
う
の
で
成
長
し
た
姿
を
見
る

の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
い
た

だ
い
た
。

ま
た
現
在
、
相
生
第
２
自
治
会
長

を
勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

かねいち　けんぞうさん／昭和18年12月、相生で生まれる／67歳
相生在住

さ
ん

地
域
の

担
い
手
と
し
て

金
一
　
謙
藏

【400】

お問い合わせ †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

問い合わせ先　役場健康医療グループ　健康推進担当　† 76－2151（内線232）

今
年
の
夏
は
平
均
気
温
が
平
年
並
み

ま
た
は
高
い
と
い
う
予
報
で
、
熱
中
症

に
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
は
、
体
内
に
熱
が
た
ま
り
、

筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ
ら
に
は
め

ま
い
、
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状

が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障
害
な

ど
が
起
こ
り
ま
す
。
熱
中
症
に
か
か
り

や
す
い
高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意

し
て
見
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
ま
め
に
水
分
を
と
っ
て
い
ま
す

か
？

体
温
を
下
げ
る
た
め
に
は
し
っ
か
り

と
汗
を
か
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

人
間
は
軽
い
脱
水
状
態
の
と
き
に

は
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
い
の
で
、

外
に
出
る
前
な
ど
早
め
に
水
分
を
摂
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
寝
る
前
も
我
慢
せ

ず
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ

う
。ア

ル
コ
ー
ル
は
、
尿
の
量
を
増
や
し
、

体
内
の
水
分
を
排
泄
し
て
し
ま
う
た

め
、
ビ
ー
ル
で
水
分
を
補
給
で
き
る
と

い
う
の
は
間
違
い
で
す
。
お
茶
や
水
を

飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
大
量
の
発

汗
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
も
有
効
で
す
。

◎
部
屋
の
中
な
ら
大
丈
夫
？

熱
中
症
は
室
内
や
夜
間
で
も
多
く
発

生
し
ま
す
。
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
で
直

射
日
光
を
さ
え
ぎ
る
、
外
の
涼
し
い
空

気
を
入
れ
る
、
必
要
に
応
じ
エ
ア
コ
ン

を
使
用
す
る
な
ど
、
部
屋
に
熱
が
こ
も

ら
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
は
設
定
温
度
や

風
向
き
を
調
整
す
る
と
、
快
適
に
使
用

で
き
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
や
冷
た
い
タ
オ

ル
も
体
を
冷
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◎
暑
さ
に
強
い
か
ら
大
丈
夫
？

暑
さ
に
対
す
る
抵
抗
性
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。
自
分
や
周
り
の
人
の
体
調
の

変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢

者
は
、
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な

り
、
発
汗
な
ど
の
機
能
も
低
下
し
ま
す
。

暑
い
日
は
無
理
を
せ
ず
、
室
内
で
も
温

度
を
確
認
す
る
な
ど
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

★
熱
中
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら

q
涼
し
い
場
所
へ
移
す

w
衣
服
を
脱
が
せ
、
氷
や
水
で
身
体

を
冷
や
す

e
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い

場
合
は
救
急
車
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
！

熱
中
症
を
予
防
し
て
、
快
適
な
夏
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

「
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
し
っ
か
り
こ
な

し
て
い
く
中
で
、
自
分
で
も
仕
事
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
、
今
年
の
４
月
か
ら

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
に
勤
務
し
て
い
る
加
藤
賢

吾
さ
ん
。
加
藤
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ

内
に
あ
る
貯
金
共
済
課
に
配
属
さ
れ
、

火
災
共
済
や
傷
害
共
済
な
ど
を
担
当
。

「
組
合
員
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
仕
事

に
専
念
で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

十
勝
地
方
の
上
士
幌
町
出
身
で
、
帯

広
三
条
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
札
幌
大

学
に
進
学
。
そ
の
後
、
１
年
間
Ｊ
Ａ
カ

レ
ッ
ジ
で
知
識
を
深
め
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ

に
就
職
し
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職
か
ら

４
ヶ
月
が
経
過
し
て
、
職
場
の
雰
囲
気

を
伺
う
と
「
と
て
も
仕
事
が
し
や
す
い

環
境
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
親
切
に
し
て

い
た
だ
い
て
、
感
謝
し
き
れ
な
い
想
い

で
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

休
日
に
し
て
い
る
趣
味
を
伺
う
と
、

小
学
生
の
頃
か
ら
運
動
が
好
き
だ
っ
た

ら
し
く
、
今
は
町
内
で
開
催
さ
れ
て
い

る
ナ
イ
タ
ー
野
球
に
参
加
し
て
い
る
そ

う
で
す
。「
こ
れ
か
ら
は
津
別
町
の
地

理
に
慣
れ
て
、
視
野
を
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
す
加
藤
さ
ん
で
し
た
。

個
人
事
業
者
の
方
で
、
前
年
分
の
確
定
消

費
税
額
が
一
定
金
額
を
超
え
る
方
は
、
中
間

申
告
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
額

及
び
地
方
消
費
税
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
中
間
申
告
と
納
税
が
必
要
な
方

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
22
年
分
の
確

定
消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方
は
、
中

間
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

こ
の
「
平
成
22
年
分
の
確
定
消
費
税
額
」

と
は
、
平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
り
確

定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を
い
い
、
期
限
後

申
告
又
は
修
正
申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
ま
す
。
消
費
税
と
地
方
消
費

税
を
合
わ
せ
た
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
中
間
申
告
の
方
法

次
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
い
ず
れ
か
の
方

法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

②
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
（
事
業
状
況

が
平
成
22
年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な
ど

の
と
き
）

○
申
告
と
納
付
期
限

確
定
消
費
税
の
額
が
48
万
円
を
超
え
４
０

０
万
円
以
下
の
方
は
平
成
23
年
８
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ
さ

い
。
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日
は

平
成
23
年
９
月
28
日
（
水
）
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
等
の
中
間
申
告



厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
31
日

現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
〜
４

人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象

に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
統
計
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部
地
域
行
政
　

局
統
計
課
労
働
統
計
グ
ル
ー
プ
　

†
０
１
１-

２
０
４-

５
１
４
６

（
直
通
）

町
と
教
育
委
員
会
で
は
11
月
３

日
の
文
化
の
日
に
、
町
政
の
発
展

や
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
た
方
や
他
の
模
範
と
な

る
よ
う
な
行
い
を
さ
れ
た
方
、
文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
顕
著

な
功
績
を
残
さ
れ
た
個
人
の
方
と

団
体
の
方
を
対
象
に
、
毎
年
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
活
動
や
地
域
へ
の
奉
仕
活

動
な
ど
目
立
つ
こ
と
な
く
善
行
を

長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
人
が

い
ま
し
た
ら
、
町
へ
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

表
彰
の
種
類

・
功
労
表
彰
（
自
治
・
消
防
・
産
業

開
発
・
社
会
福
祉
・
教
育
文
化
）

・
善
行
表
彰

・
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

推
薦
締
め
切
り

９
月
２
日
（
金
）

推
薦
先

・
功
労
と
善
行

役
場
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１
（
内
線
２
０
９
）

・
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
　
中
央
公
民
館

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
７
１
３

６
月
28
日
実
施
分
の
３
歳
児
健

診
で
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

若
木
　
聖
也

せ
い
や

く
ん

下
川
　
さ
く
ら
ち
ゃ
ん

鈴
木
　
璃
子
り
こ

ち
ゃ
ん

近
藤
　
駿
伍

し
ゅ
ん
ご

く
ん

問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
２
）

最
近
、
町
内
に
お
い
て
犬
の
放

し
飼
い
の
苦
情
が

多
く
あ
り
ま
す
。

飼
い
主
は
、
正
し

い
犬
の
飼
い
方
を

守
り
、
他
の
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

q
犬
は
き
ち
ん
と
つ
な
い
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

w
犬
の
糞
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

e
犬
の
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

功
労
者
・
善
行
者
及
び
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い

や
め
よ
う
犬
の
放
し
飼
い

核のない平和な世界を願って核のない平和な世界を願って�

平成14年に建立された「平和の碑」�

「非核・平和の町宣言」の決議

世界の恒久平和と豊かで安全な地域環境を守ることは、全世

界の共通の願いであります。

この切なる人類の願いにかかわらず、今なおこの地球上には

大量の核兵器が蓄積され、核実験・核競争が行われ、この脅威

から解放されておりません。核兵器の使用は地球を破壊し、す

べての人類、すべての文明を破滅させるものであります。

世界唯一の被爆体験国である日本国民は、この過ちを再び繰

り返さないために、核兵器の廃絶を世界に訴え続け、核競争に

歯止めをかけなければなりません。

愛林の町を宣言している私たち津別町民は、緑豊かな自然と

郷土を守り子孫に伝えるためにも、非核三原則の作らず・持た

ず・持ち込ませずの理念を尊守し、恒久平和の実現を願い、こ

こに「非核・平和の町宣言」をする。

以上、決議する。

平成10年９月25日　　　　 北海道網走郡津別町議会

今年で66回目の終戦記念日を迎えます。しかし、

今なお広島・長崎の原爆の後遺症に苦しむ多くの人

たちがいます。

核も戦争もない平和な世界は人類の願いでありま

すが、テロと報復戦争が繰り返されています。

津別町は、平成10年９月に左記の「非核・平和の

町宣言」を行い、核兵器

の廃絶を訴えています。

また、平成14年には幸町

の忠魂碑跡地に「平和の

碑」を建立し、恒久平和

の実現を願っています。

さらに、平成21年に、連

帯して世界恒久平和の実

現を願う「平和市長会議」

に加盟しました。
平成平成1414年に建立された「平和の碑」年に建立された「平和の碑」�平成14年に建立された「平和の碑」

町では、北海道と共同で医療費の助成事業を実施していますが、この受給者証は毎年７月に更新してい

ます。現在助成の対象になっている方に、７月下旬に送付していますが、届いていない方は役場担当まで

問い合わせ願います。(各種助成事業については、下記または役場ホームページをご覧ください。)

助成の対象を中学生まで拡大しています。

(※：小学生以上の方には受給者証は交付していません。今まで

どおり医療機関等で支払いを済ませてから、その領収書を

持参して医療費の請求をしてください)

●ひとり親家庭及び重度心身障害者医療助成の各受給者（中学生まで）で、住民税課税世帯の方は医療費

の１割を自己負担しています。乳幼児等医療費助成と同様に、役場に領収書を持参して請求することで

１割分の助成が受けられます。

小学生以上の児童で乳幼児等医療費助成を受ける方、新たに助成の対象となる方は、役場担当に申

請してください。健康保険証と印鑑、障害者手帳等持参願います。

※各種医療費の助成は、受診月から２年以内です。早めに申請してください。

※所得制限を超える方は、医療費助成の対象とならない場合があります。

問い合わせ先

役場保健福祉課健康医療グループ福祉医療担当　y番窓口　†76-2151（内線229)

乳幼児等医療費助成事業

父子家庭の方も、助成の対象になります。

18歳未満の児童及び養育をしている方で、ひとり親家庭の方。住民税非課税世帯の方は20歳未満の児童

が対象となります。（ただし、学生等で扶養されている場合、在学証明書等が必要です)

医療機関で受給者証を提示することで、医療費の助成が受けられます。ただし、親の外来は、領収書を

持参して役場に請求してください。

ひとり親家庭等医療費助成事業

障害者手帳の１～２級と３級（ただし、３級は内臓疾患に限る）、療育手帳「Ａ」判定の方などです。

医療機関で受給者証を提示することで、医療費の助成が受けられます。

※後期高齢者医療被保険証を交付されている（65歳以上で一定の障害のある方）住民税課税世帯の方は、

１割の自己負担となりますが、後期高齢者医療保険も同じ１割の窓口負担ですので、受給者証は交付さ

れません。

重度心身障害者医療費助成事業



平
成
23
年
度
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

(

最
優
秀
賞
の
み
掲
載)

小
学
生
の
部
　
本
田
真
弥
さ
ん

「
つ
み
取
ろ
う
　
心
の
中
の

悪
の
芽
を
」(

津
別
小
４
年)

中
学
生
の
部
　
松
木
睦
深
さ
ん

「
心
の
闇
　
一
つ
の
笑
顔
で

す
く
わ
れ
る
」(

津
別
中
２
年)

一
般
の
部
　
　
西
村
百
合
子
さ
ん

「
厳
し
く
も
　
育
む
愛
の

言
葉
添
え
」(

共
和)

総
務
省
に
お
い
て
、
国
民
の
社

会
生
活
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
わ

た
し
た
ち
が
「
よ
り
良
い
暮
ら
し

と
社
会
」
を
得
る
た
め
に
社
会
生

活
基
本
調
査
を
行
い
ま
す
。
無
作

為
に
選
ば
れ
た
地
域
に
お
住
ま
い

の
世
帯
に
つ
い
て
、
日
々
の
仕
事

や
学
業
、
家
事
な
ど
に
費
や
す
時

間
や
、
過
去
１
年
間
の
自
由
時
間

に
行
っ
た
活
動
に
つ
い
て
調
査
し

ま
す
。

９
月
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
生
活
基
本

調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

†
０
５
７
０-

08-

１
０
２
０

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
「
北
海
道

苦
情
審
査
委
員
制
度
」
で
す
。
皆

さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情
審
査
委

員
」
が
中
立
的
な
立
場
で
道
の
機

関
に
対
し
、
必
要
な
調
査
等
を
行

い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
道
の
業

務
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が

あ
る
と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正

や
改
善
を
求
め
ま
す
。

審
査
結
果
は
お
よ
そ
２
ヶ
月
で

す
。
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
か
か

わ
る
苦
情
で
あ
れ
ば
、「
苦
情
審
査

委
員
」
に
申
立
て
が
で
き
、
個
人

情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

†
０
１
１-

２
０
４-

５
０
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１-

２
４
１-

８
１

８
１

※
「
苦
情
申
立
書
」
に
内
容
を

記
載
し
、
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
申
立
て
も
可
能
で
す
。

「
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月
間
」

に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要
求
の

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所
に
設

置
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

設
置
期
間
　

８
月
１
日(

月)

〜

８
月
31
日(

水
）

設
置
場
所
　

役
場
　
正
面
玄
関

ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請
願

用
に
し
か
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
　
総
務
課

庶
務
担
当
　
†
76
｜
２
１
５
１

自
分
の
土
地
と
お
隣
の
土
地
の

境
界
が
は
っ
き
り
し
な
く
て
困
っ

て
い
る
、
お
隣
が
主
張
す
る
境
界

の
位
置
に
納
得
で
き
な
い
等
、
土

地
の
境
界
に
関
し
て
は
認
識
の
違

い
か
ら
、
た
び
た
び
問
題
が
起
こ

り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
場
合
に
「
筆
界
特

定
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
と
解
決

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
法
務
局

で
扱
っ
て
い
る
土
地
の
境
界
（
筆

界
）
の
現
地
に
お
け
る
位
置
を
特

定
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、

「
お
隣
同
士
で
裁
判
を
し
な
く
て

も
よ
い
」、「
当
事
者
に
よ
る
資
料

収
集
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
」
な

ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

申
請
人
と
な
れ
る
の
は
、
土
地

の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
（
登
記

上
の
所
有
者
）
等
と
な
り
ま
す
。

費
用
は
、
申
請
の
手
数
料
と
、

必
要
が
あ
る
場
合
に
行
う
測
量
の

費
用
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
法
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
登
記
部
門
筆

界
特
定
室

†
０
１
５
４
｜

31
｜

５
０
２
７

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

†
０
１
５
７
｜

23
｜

６
１
６
０

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
入
賞
作
品

平
成
23
年
社
会
生
活
基
本

調
査
に
ご
協
力
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
苦
情
審
査
委
員
制
度
」

速
や
か
に
警
察
に
被
害
届
け
を
出

し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
他
に
も
「
交
通

事
故
で
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て

し
ま
っ
た
」
等
の
口
実
で
、
同

様
の
詐
欺
に
巻
き
込
む
ケ
ー
ス

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
対

処
法
と
し
て
、
ど
ん
な
に
急
が

さ
れ
て
も
そ
の
場
で
絶
対
に
送

金
を
し
な
い
こ
と
、
家
族
や
友

人
に
相
談
し
事
実
を
し
っ
か
り

確
認
す
る
事
が
先
決
で
す
。
普

段
か
ら
家
族
だ
け
が
理
解
で
き

る
暗
号
（
た
と
え
ば
飼
い
犬
の

呼
び
名
な
ど
）
を
決
め
て
お
く

の
も
一
つ
か
と
思
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
振
り
込
め
詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ

う
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A

高
齢
者
を
狙
う
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

「
携
帯
電
話
が
変
わ
っ
た
」
と

息
子
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
そ

の
翌
日
、「
会
社
の
金
を
使

い
込
ん
だ
、
至
急
返
さ
な
い

と
首
に
な
る
。
３
時
ま
で
に

１
０
０
万
円
を
銀
行
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
か
ら
振
り
込
ん
で
ほ
し
い

…
母
さ
ん
助
け
て
！
」
と
電

話
が
あ
り
、
こ
れ
は
一
大
事

だ
と
言
わ
れ
る
ま
ま
銀
行
に

振
り
込
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
何
度
か
息
子
に

電
話
を
し
た
が
繋
が
ら
ず
、

念
の
た
め
に
元
の
電
話
番
号

に
か
け
て
み
て
、
は
じ
め
て

騙
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

何
と
か
取
り
戻
し
た
い
。

北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

８月は

運動強調月間

土
地
の
境
界
に
つ
い
て

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

◎盗難事件の発生

６月中、美幌町内において、自宅等の敷地内に設置

の無施錠の物置などから、工具などを盗む盗難事件が

２件発生しています。

◎事務所荒らしの発生

６月中、津別町内の会社事務所の出入口ドアが解錠

され、金庫内の現金が盗まれる被害が発生しています。

◎振り込め詐欺の予兆電話にご注意を

北見方面管内で、息子を名乗る者から「電話番号が

変わった」などという振り込め詐欺の予兆電話が数件

確認されています。事前に息子の名前を調べて把握し

たうえで電話を掛けてきており、従来のオレオレ詐欺

と比べると一層手の込んだ手口となっています。こう

した電話に対して、他の家族に確認したり以前の番号

に掛けるなどして、騙されないようにしましょう。

８
月
19
日
は
バ
イ
ク
の
日

今
な
お
カ
リ
ス
マ
的
な
人
気
を

誇
る
俳
優
・
松
田
優
作
。
彼
の
代

表
作
の
ひ
と
つ
が
、
昭
和
54
年
放

送
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
探
偵
物
語
」

で
す
。
優
作
演
じ
る
探
偵
・
工
藤

が
バ
イ
ク
で
疾
走
す
る
姿
は
、
か

っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
し
か

し
運
転
時
に
彼
が
被
っ
て
い
る
の

は
ソ
フ
ト
帽
…
…
工
藤
ち
ゃ
ん
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
？

51
Ｃ
Ｃ
以
上
の
バ
イ
ク
運
転
時

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
付
け

ら
れ
た
の
は
、
放
映
前
年
の
昭
和

53
年
。
そ
し
て
劇
中
の
バ
イ
ク
は

１
５
０
Ｃ
Ｃ
な
の
で
、
完
全
に
違

反
で
す
。
劇
中
で
工
藤
ち
ゃ
ん
が

取
り
締
ま
り
を
受
け
る
場
面
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
は
真
似

し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
な
お
現

在
は
、
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転

も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
19
日
は
、
バ
イ
ク
（
８
１

９
）
の
日
。
ラ
イ
ダ
ー
の
み
な
さ

ん
、
安
全
運
転
を
！

住民活動

グループ

†７６－２１５１

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

納涼盆踊り大会

◎毎年好評のアメリカン盆ダンス

◎目指せ！優勝賞金　子ども・大人仮装盆踊り

◎津別の特産品が当たるお楽しみ抽選会

●会　場　　　　津別神社境内　

●仮装申し込み　当日会場で行います

●問い合わせ先　津別観光協会事務局（役場内）

†76－2161（内線315）

８月15日（月）午後７時から

楽しい仮装に会場内は笑いでいっぱい 好評のかき氷早食い大会

8月は、町道民税第２期
国保税第３期の納入月です

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認し

てください。

納期限は８月31日

問い合わせ先 † 76－2151税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218） 平成22年１月～12月までに締結(公告)された

賃貸料

昨年の賃貸料については次のとお

りとなっていますので、農地の賃貸

借の参考としてください。
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農地賃貸料の公表について�

※参考　畑の標準賃貸料

上の畑9,000円　中の畑6,000円　下の畑3,000円

（採草地は畑の価格の75％とする）



問い合わせ先

建設業退職金共済北海道支部

†011－261－6186

特　長

・国の制度なので安全、確実、申込手続は簡単です。

・経営事項審査で加点評価の対象となります。

・掛金の一部を国が助成します。

・掛金は事業主負担ですが、法人は損金、個人では必

要経費として扱われ税法上全額非課税となります。

・事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算

されます。

受験資格 S５4年４月２日～H６年４月１日生まれの方

Ａ区分…大学卒業又は卒業見込みの方

Ｂ区分…短期大学卒業又は卒業見込みの方

高等学校卒業又は卒業見込みの方

願書交付 ７月６日（水）～

受付期間 ８月３日（水）～８月２4日（水）

第１次試験 ９月18日（日）

問い合わせ先 美幌警察署　†0152-72－0110

◎北海道警察ホームページ　

http://www.police.pref.hokkaido.jp/

第２回警察官採用試験受験案内�

建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現

場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を

目的として設立された退職金制度です。

この制度は、事業主の方々が労働者の働いた日数に応

じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その労働者

が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金

を支払うという、いわば業界全体での退職金制度です。

○加入できる事業主：建設業を営む方

○対象となる労働者：建設業の現場で働く人

○掛金：日額310円

生活改善センターの利用

スポーツ合宿使用のた

め、８月22日(月)まで利

用することができませ

ん。ご迷惑をおかけし、

大変申し訳ございません

が、どうかご了承願いま

す。

知っていますか？　建退共制度

※ただし、災害発生場所の詳細及び救急出動等は、

お答えできませんのでご了承ください。

3 .災害の場所・日曜祝祭日の当番病院を知りたい場合

※番地がわからない場合は、氏名をフルネームで伝　　

えれば住宅の位置がわかります。

②通報する時は、住所 (津別町字○町○○番地) ・氏

名・電話番号をはっきりと伝えて下さい。

①「119番」でお願いします。

※津別消防署 (76-2189) に通報するより早く出動で　

きます。

2 .消防車・救急車を要請する場合

火災件数は０件。前年と比べると４件減少です。

救急件数は、112件で搬送人員が104人。前年と

比べると救急件数が22件の増加で搬送人員が14人増

加となっています。

1 .１月から６月の火災件数及び救急件数

当番病院案内　†72-1899

4 .住宅火災警報器の設置が６月１日から義務付けら　

れています。

災害情報案内　†72-0899

年金受給者の死亡に際して
●開催日 １０月２日（日） 雨天決行です　

●受　付 午前８時30分 ～午前９時 豊永　さくら公園

●開会式 午前９時　　

●スタート 午前10時30分　　

●種 目　ハーフコース（21.0975d）一般男女年代別

10kmコース 一般男女別（中学男女含む）

５kmコース 一般男女年代別・中学男女・小学4～6年男

３kmコース 小学1～3年男女・自由参加

（年齢性別は問いません）

※ハーフコース、10kmコース、５kmコースに参加する高

校生は一般男女年代別に該当します。

※10kmコースに参加する中学生は、一般男女年代別に該

当します。

●参加料・一 般 1,500円

・中高生 1,000円

・小学生 700円

●定　員 300名（先着順）

●締　切　申込書に参加料を添

えて下記へ９月２日

（金)厳守で申し込みく

ださい。また、津別

町ホームページをご覧ください。

●問い合わせ先　

中央公民館内　つべつ紅葉マラソン大会事務局　†76－2713

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† ７６－２１５１ 内線 ２２２

▼「死亡届」の省略について

住基ネットより本人確認情報の取得が可

能な年金受給権者について、遺族から年金

事務所への死亡の届出を省略できるように

なりました。

※死亡の事実から戸籍法の定める届出期間

（７日）以内に市区町村に届出があった場合

に限定。ただし、亡くなられた方の未払い

年金を受けられる場合は、年金事務所等へ

の請求が必要です。

▼未支給年金の請求ができます

亡くなられた方がまだ受け取っていない

年金（未支給年金）があるときは請求する

ことができます。

年金の支払いは偶数月ですが、例えば８

月に支払われる年金は、６月、７月の２ヵ

月分になります。年金は亡くなった月の分

まで支払われますから、受け取っていない

年金が発生するのです。

▼未支給年金を請求できる方

未支給年金を受け取ることができるご遺

族の方は、生活をともにしていた配偶者、

子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹の順です。

日　時 ８月31日（水）９時30分～12時00分

場　所 町民会館　和室・調理室

持ち物 エプロン、三角巾、手ふきタオル、離乳

食ガイドブック

参加費 無料です

申込締切 ８月26日（金）まで

その他 当日は託児所があります

生後４～７ヶ月児の保護者を対象にした離乳食

（初期、中期）の教室を開催します。

教室では、講話（離乳食のポイント、進め方な

ど）、調理実習（初期、中期）、試食などを予定し

ています。気軽にご参加下さい。

申込・問い合わせ先

役場　保健福祉課健康医療グループ・栄養士　

†76－2151（内線332）

離乳食教室に参加しませんか？�

みなさんの参加をお待ちしていますみなさんの参加をお待ちしています

募集種目

看護学生

自衛官

候補生

８/１(月)
～９/９(金)

９/19(月)･20(火)
９/21(水)

一般曹候補生

応募資格 受付期間

航空学生(海･空)
高卒(見込含)
21歳未満

試験期日(１次)

防衛医科大
学校学生

防衛大学校学生

高等工科学校生

９/23(金)

11/５(土)･６(日)

高卒(見込含)
24歳未満

９/５(月)
～９/30(金)

８/１(月)
～９/９(金)

８/１(日)
～９/９(金)

男子

女子

年間を通じて
行っています

18歳以上
27歳未満

高卒(見込含)
21歳未満

９/５(月)
～９/30(金)

９/５(月)
～９/30(金)

中卒(見込含)
17歳未満

北見地域事務所に
お問い合わせください

10/22(土)

10/29(土)･30(日)

９/17(土)

問い合わせ先　自衛隊北見地域事務所　　†0157－23－6826

つべつ紅葉マラソン大会参加者募集�

平成23年度 自衛官等募集案内�

９/25(日)･26(月)
９/27(火)

高校生区　分

１回券

大　人

回数券
(12枚綴)

シーズン券

※幼児・町内小中高校生・身障者は無料です。

小中高生
70歳以上

2,000円

300円

3,000円

6,000円

100円

9,000円

200円

3,000円

1,000円

無料開放日
９月19日(敬老の日) 10月10日(体育の日)
10月30日(プール納め)

利用時間　

平　日　午前10時～午後８時30分

（午前11時50分～午後１時・

午後４時50分～午後６時は

休憩時間）

土・日・祝日　

午前10時～午後５時

（午前11時50分～午後１時は休憩時間）

温水プール「すいむ」は10月30日まで�
営業していますのでご利用ください�


